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お客様が家作りに求める
コトとは︖

対象者 注⽂住宅 検討者（建築予定者）
※今後２年以内に建築を予定
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※リクルート住まいカンパニー
2017年 注⽂住宅動向・トレンド調査より

59.9%耐震性に優れていること
断熱性・気密性に優れていること
間取り・プランが良いこと

43.2%

42.2%

家事がしやすい間取りであること 38.9%

収納が充実していること 38.1%

耐久性に優れていること 34.9%

⼦育てがしやすい間取りであること 27.7%

26.0%設計の⾃由度が⾼いこと

家づくりにおいて重視した条件は︖
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◇過去に起きた地震の被害状況

出典:2019/11/27時点 「気象庁日本付近で発生した主な被害地震」および「総務省消防庁の統計」

発⽣年⽉⽇ 名前 マグニ
チュード 震度 ⼈的被害 住家被害

1995/1/17 阪神淡路⼤震災 7.3 7
死者 6,434名
⾏⽅不明者 3名
負傷者 43,792名

住家全壊 104,906棟
住家半壊144,274棟

2000/10/6 ⿃取県⻄部地震 7.3 ６強 負傷者 182名 全壊 435棟
半壊 3,101棟

2003/7/26 宮城県北部〔宮城県中部〕 6.4 ６強 負傷者 677名 全壊 1,276棟
半壊 3,809棟

2004/10/23 新潟県中越地震 6.8 7 死者 68名
負傷者 4,805名

全壊 3,175棟
半壊 13,810棟

2007/3/25 能登半島地震 6.9 ６強 死者 1名
負傷者 356名

全壊 686棟
半壊 1,740棟

2007/7/16 新潟県中越沖地震 6.8 ６強 死者 15名
負傷者 2,346名

全壊 1,331棟
半壊 5,710棟

2008/6/14 岩⼿・宮城内陸地震 7.2 ６強
死者 17名
⾏⽅不明者 6名
負傷者 426名

全壊 30棟
半壊 146棟など

2011/3/11 東⽇本⼤震災 9 7
死者　19,689名
⾏⽅不明者　2,563名
負傷者　6,233名

全壊 121,995棟
半壊 282,939棟

2016/4/14〜 熊本地震 7.3 7 死者 273名
負傷者 ２,809名

全壊 8,667棟
半壊 34,719棟

2018/9/6 北海道胆振東部地震 6.7 7 死者 43名
負傷者 782名

全壊 469棟
半壊 1,660棟

2019/6/18 ⼭形県沖地震 6.7 ６強 負傷者 41名 半壊 36棟

阪神淡路大震災以降、震度６強以上の主な被害地震



熊本地震(2016年)
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平成28年熊本地震の概要
発⽣⽇時・規模・最⼤震度発⽣⽇時・規模・最⼤震度

平成28年4⽉14⽇ 21時26分頃（前震）
マグニチュード 6.5
最⼤震度 ７（熊本県益城町）
平成28年4⽉16⽇ 1時25分頃（本震）
マグニチュード 7.3
最⼤震度 7 （熊本県益城町、⻄原村）

震源域 ・ 地震タイプ分類震源域 ・ 地震タイプ分類

熊本県熊本地⽅(布⽥川断層帯・⽇奈久断層帯)、深さ10km ・ 内陸直下の横ずれ断層型

⼤地震は、繰り返し起こる︕ 対策は、『待ったなし』です︕

震度 ７ 6強 6弱 5強 5弱 ４ ３ ２ １ 計
回数 ２ ２ ３ ４ ７ 80 220 438 761 1517

平成28年4⽉14⽇〜4⽉30⽇現在︔気象庁報道資料より熊本地震における有感地震発⽣状況

南海トラフ⼤地震が起こる確率 ⇒ 今後30年以内で70％程度
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◇熊本地震での耐震等級３の状況

熊本地震で「耐震等級３」の住宅は⼤きな被害がなかったことが、国の
熊本地震 被害調査報告書により証明されています。



命は守るけど、もう住めない・・・

耐震等級１の木造住宅

2019/11/29 感謝の集い
MS構造設計 ご提供資料



写真提供︓エコワークス㈱

命も財産も守り住み続けている

耐震等級３の木造住宅

2019/11/29 感謝の集い
MS構造設計 ご提供資料
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SSバリュー

対象者 注⽂住宅 検討者（建築予定者）
※今後２年以内に建築を予定
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⼤地震への備え

耐震性能最⾼ランク

耐震等級３相当の構造体 第３者チェック
ＬＩＸＩＬによる設計検査

第３者チェック
安⼼・安全の

耐震補償

防災拠点となる消防署等の耐震性と同等レベルなのが「耐震等級３」。
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対象者 注⽂住宅 検討者（建築予定者）
※今後２年以内に建築を予定
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Point １ 壁を強くする

Point ３ 床と屋根を強くする

Point ４ 接合部を強くする

Point ５ 基礎を強くする

Point ６ 梁を強くする

⼤地震に耐えられる、耐⼒壁の量を確保︕

壁の強さに応じた、床の固さを確保︕「たわ
み」や「ねじれ」に強くなる︕

壁・床・屋根の強さを保つ為に、⾦物で補強︕

鉄筋量を増やして基礎を強化︕

荷重を考慮し計算で梁せいを決定︕

LIXILが、耐震設計を
お⼿伝い致します︕

ねじれやすい

耐震等級３のポイント

Point ２ 壁のバランスをとる

強い︕

偏りのない建物にして、「ねじれ」に強くする︕

震度７が繰り返し発⽣した、
熊本地震でも証明された

安⼼の性能です︕



・実績30,000棟を超えるノウハウを持つプロ集団
「ＬＩＸＩＬ⾼性能住宅設計センター」が皆様を
サポートします。

■LIXIL ⾼性能住宅設計センター



「ラフ図」と「本図」の
２段階チェック

信頼の「⾒える化」LIXIL 設計検査報告書



①設計検査報告書①設計検査報告書

お施主様にイラスト入りの解説をつけて計
算図書をご提供します。

②SS構造体登録証②SS構造体登録証

③WEBカタログ・約款解説動画③WEBカタログ・約款解説動画

耐震補償の証として登
録証を発行

①₋③一式を『わが家のプロ

フィール』として電子データ
でご提供いたします。

◆ご提供図書（お施主様⽤）



● ラフプランを耐震等級３の簡易判定・アドバイスします。

ラフプランと依頼書を送って頂ければ･･･ 耐震等級３の判定と、具体的なアド
バイスを回答致します。

ラフプランアドバイス依頼 ラフプランアドバイス報告書

加盟店様無料
Ｎ+3日でご提出

◆好評のラフプランアドバイス
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好評のオンラインサポート オプション追加価格（ビルダー様）
〈税抜〉30,000円

SSバリューの初めてのご依頼を
LIXIL設計センターのプロがオンラインでサポート︕
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好評のオンラインサポート

①オンラインで⼀緒にラフ・設計依頼書作成・仕様確認・取決め決定
②オンラインで⼀緒に邸別・プランを確認し進め⽅を決定
③オンラインで⼀緒に検討結果を確認し次へと進める作業︓ご承認へ
④オンラインで⾏う設計勉強会オプション付き ラフ回す︖

バリューでいく︖

ZOOM設定も
設計センターより 依頼書雛形作成

もオマカセ︕

依頼はカンタンな依頼書＋意匠図のみ︕
あとは設計センターにオマカセ︕

御社の業務効率向上のためにも
SSバリューの１棟⽬はオンラインサポートをお使いください。



ＳＳバリュー耐震補償

ビルダー様、ユーザー様双⽅へ
安⼼・安全・信頼をご提供



◆公的証明書の取得をお勧めします



かけがえのない「家族」と⼤切な「財産」を地震から守ります。

■実績33000棟を超えるノウハウを持つ
プロ集団 「ＬＩＸＩＬ⾼性能設計
センター」が耐震設計をお⼿伝いします。

■耐震等級３設計サポート
■ラフプランアドバイス
■設計図書作成サポート
■プレカット設計サポート

◎安⼼のビルダーサポート ◎⾼性能住宅設計センター
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SSバリュー
（オプション）

耐⾵等級２相当 サポート

対象者 注⽂住宅 検討者（建築予定者）
※今後２年以内に建築を予定
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◇背景）⾃然災害の頻発と巨⼤化

台⾵ 豪⾬

地震 猛暑災災

各地で猛暑続く

各地で記録的豪⾬2019台⾵ハギビス

熊本地震、東⽇本⼤震災 etc
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◇ご提案

SSバリューで最⾼等級の
耐震３＋耐⾵２による安⼼を︕

※

強⾵、台⾵

⼤地震の⽔平⼒に耐える家は、強⾵の⽔平⼒にも強い。
性能表⽰を活⽤し

※構造のみでなく、屋根材の取り付け強化、シャッターによる⾶来物対策なども強⾵には必要です。

地震

※耐震３でも、プランやエリアに拠っては耐⾵２クリアのため、壁追加などが必要な場合も想定されます。
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◇耐⾵等級２とは
『耐⾵等級２』は最⾼等級︕
建築基準法の1.2倍の強さ︕

５００年に⼀度程度発⽣する
暴⾵でも倒壊しない程度

５００年に⼀度程度発⽣する暴⾵の

１．２倍
の暴⾵でも倒壊しない程度

耐⾵等級 耐⾵等級

１ ２

「耐⾵等級２」は国⼟交通省が２０００年に定めた。
住宅性能表⽰制度における耐⾵性能の最⾼等級です。

建築基準法
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◆SSバリュー （オプション）耐⾵等級２相当 サポート

LIXIL発⾏の お客様にお渡しする
『設計検査報告書』に、
・耐⾵等級２相当の結果報告
・計算詳細図書

が記載されます。

名称 ビルダー様入参考価格 備考

SSバリューオプション
耐⾵等級２相当対応 ７,０００円（税抜） 150㎡未満、150㎡超え、

３階建て含み、同価格
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スマホや
タブレットにも
対応しました︕

ビルダー様に
役⽴つコンテンツ
情報が満載︕

施主様にわかりやすい
提案ツールで

ビルダー様の
受注を⽀援︕

ホームページや
チラシなどで

⾼耐震住宅を
お客様に
アピール︕

耐震等級計算などの

技術資料の
提供で仕事の
効率UP

◇VALUE Labo
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◇VALUE Laboの活⽤⽅法

⾼耐震・ZEH・⻑期優良住宅などのわかりやすい動画をご⽤意しており
ます。動画はサイトから直接視聴が可能です。お客様へのご提案にお役
⽴て下さい。

ビルダー様の
受注を⽀援︕

耐震の
お客様へのご説明が簡単に︕

｢耐震等級３｣の必要性や強
さの理由、耐震補償について
わかりやすく、しっかり解説。
（７分）

耐震シミュレーション“wall 
stat”を通して、直感的に信
頼性を訴求（１分半）※貴
社名⼊れオリジナル動画対
応可

実⼤実験で耐震
３の強さをわか
りやすく訴求
（３分）

⽣命財産の⼤切さ
をジュピターを通
じてアピール（７
分）

※他に、地震のメカニズムをわかりやすく理解できる“地震読本”など様々なコンテンツが御座います。
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◇VALUE Laboの活⽤⽅法

平⽇の仕事終わりの⾃宅などでパソコンで耐震に関する情報がえられま
す。LIXILのサーバーより提供させていただきますので、ビルダー様か
らはURLやQRｺｰﾄﾞの送付のみで視聴可能となります。

ビルダー様の
受注を⽀援︕

Webから
ご⾃宅で動画,PDFでご確認︕

ビルダー様事務所での
ユーザー様、打ち合わせ時

平⽇の夜、ユーザー様の
ご⾃宅PCで。

https://valuelabo.lixil.c
o.jp/

QRｺｰﾄﾞやURLか
らアクセス︕
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SSバリューの動画紹介 （例）

▲再⽣時間︓約１分３０秒

外⾒上は全く同じ２つの家。熊本地震を受
けた時に、耐震等級１は倒壊し、耐震等
級３は倒壊しない、その理由は・・・
最新鋭のソフト wall stat を使⽤し、耐震
性能の違いを、ユーザーに直感的に伝わる
ように“⾒える化”した動画です。

「耐震等級３」相当で建てるこれからの家造り

地震に負けない家造り

▲再⽣時間︓約７分

地震に負けない家の必要性や｢耐震等級
３｣相当の強さの理由、耐震補償について
わかりやすく解説します。
より、理解を深めるための動画です。
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SSバリューの動画紹介 （例）

▲再⽣時間︓約７分

フォトムービーによって、地震に負けない住宅
の⼤切さをお伝えします。

ＳＳバリュー耐震動画〜地震⼤国 ニッポン〜

ＳＳバリュー エピローグ

▲再⽣時間︓約３分３０秒

地震に負けない家の必要性や｢耐震等級
３｣相当の強さの理由などを実⼤実験動画
などを通して、ご理解いただけます。
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SSバリューの動画活⽤⽅法

QRコードやURLを
チラシやホームページに
掲載するだけ︕
（容量の⼤きいデータを

ビルダー様で管理すること
はありません）
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◇VALUE Laboの活⽤⽅法

⾼耐震住宅を
お客様へ
アピール︕

⾼耐震の家づくりをアピールする
販促⽤の素材をご提供︕
ビルダー様のホームページやカタログ・チラシなどに掲載し、⾼耐震住
宅などをアピールできるデータをダウンロードしていただけます。
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◇VALUE Laboの活⽤⽅法

技術資料の
提供で仕事の
効率UP︕

⾼耐震・ZEH・⻑期優良住宅などの
技術・業務資料をご提供︕
⾼耐震住宅やZEH住宅など、難しい技術をわかりやすくまとめた、さま
ざまな資料をご活⽤いただけます。

ビジュアルプランニングチェックリスト（加盟店外秘）基礎仕様マニュアル（加盟店外秘）
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◇VALUE Laboの活⽤⽅法

LIXIL SS
WEBシステム
と連携︕

⾼耐震・ZEH・⻑期優良住宅などに特化した
Web⼯程管理ソフトを活⽤できます︕
⼯程や仕様が変わるごとに⾏っていた電話/メール/事務所内ヒアリング
１３⼯程中１１⼯程の実績をLIXILが責任を持って⼊⼒します。
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◇VALUE Laboの活⽤⽅法

LIXIL SS
WEBシステム
と連携︕

⾼耐震・ZEH・⻑期優良住宅などに特化した
Web⼯程管理ソフトを活⽤できます︕
⼯程や仕様が変わるごとに⾏っていた電話/メール/事務所内ヒアリング
１３⼯程中１１⼯程の実績をLIXILが責任を持って⼊⼒します。

進捗状況が⾊分けで直感的に確認できます。
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◇VALUE Laboの活⽤⽅法

営業 設計 工務

⾼性能住宅の業務効率化をご⽀援いたします︕



SSバリュー ホームページ① エンドユーザー様⽤

LIXILのＨＰに加盟店様をご紹介しております。
※掲載を承諾をいただいたビルダーのみです。

https://www.lixil.co.jp/lineup/construction_method/ssvalue/list/



SSバリューのツール紹介

名入れ 最低注文数受注後納期

× １部 7日

ＳＳバリューカタログ

ＳＳバリューＱ＆Ａ集

名入れ 最低注文数受注後納期

× １部 7日

50円 営業所→カタログセンター 口座振込み

ｶﾀﾛｸﾞｺｰﾄﾞ お客様販売 受注窓口 お支払い

SX5900

お支払い受注窓口お客様販売

SX6100 営業所→カタログセンター 口座振込み200円

ｶﾀﾛｸﾞｺｰﾄﾞ

施主様用 ビルダー様用

● ●

施主様用 ビルダー様用

● ●

ＳＳバリューの商品説明
カタログです。耐震等級
３相当の設計から耐震
補償まで概要を説明しま
す。

ＳＳバリューの耐震等級
や耐震補償等の詳細を
ＱＡ⽅式で説明します。



SSバリューのツール紹介

ＳＳバリュー約款ガイドブック

名入れ 最低注文数受注後納期

× １部 7日

お支払いｶﾀﾛｸﾞｺｰﾄﾞ お客様販売 受注窓口

SX6000 400円 営業所→カタログセンター 口座振込み

施主様用 ビルダー様用

● ●

耐震補償に関する約款
について、補償の限度額
等わかりやすく説明するガ
イドブックです。



SSバリューのツール紹介

▲再⽣時間︓約８分

地震に負けない家の必要性や
｢耐震等級３｣相当の強さの
理由、耐震補償についてわか
りやすく解説します。

ＳＳバリューＤＶＤ

名入れ 最低注文数受注後納期

× １部 7日

施主様用 ビルダー様用

●

お支払い

SX5100 700円 営業所→カタログセンター 口座振込み

ｶﾀﾛｸﾞｺｰﾄﾞ お客様販売 受注窓口

ＳＳバリューちらし

名入れ 最低注文数受注後納期

× 100部 7日

施主様用 ビルダー様用

●

受注窓口 お支払い

SX８２００

ｶﾀﾛｸﾞｺｰﾄﾞ お客様販売

20円 営業所→カタログセンター 口座振込み

ＳＳバリューカタログの要点
をまとめてチラシにしました。

旧商品名

旧商品名



SSバリューのツール紹介
ＳＳバリュー読本

名入れ 最低注文数受注後納期

× １部 7日

200円 営業所→カタログセンター 口座振込み

ｶﾀﾛｸﾞｺｰﾄﾞ お客様販売 受注窓口 お支払い

SX7900

名入れ 最低注文数受注後納期

× １部 7日

口座振込みSX3500 営業所→カタログセンター200円

ｶﾀﾛｸﾞｺｰﾄﾞ 受注窓口 お支払いお客様販売

地震読本

施主様用 ビルダー様用

●

施主様用 ビルダー様用

●

耐震等級３相当で建てる家づくりを
わかりやすく説明した読本です。

地震のメカニズムについてわかりやすく
説明した読本です。



SSバリューのツール紹介（SSバリュー現場PRシート）

工期が何ヶ月もかかる
現場をPRに使わない
手はありません。
社名の認知度アップ、
イメージアップに お使
いください。

施主様用 ビルダー様用

●

名入れ原稿

承認後納期

10日

●サイズ：1,800×3,600mm
名入れ 最低注文数

○ １枚

ＥＤ

価格（１枚） 受注窓口

ＴＭ7237

SSバリュー現場PRｼｰﾄD

品 名 ツールコード お支払い

口座振込み
支社SKT担当者→

グッドリビングﾞ研究所

ＴＭ7236

22,000円
SSバリュー現場PRｼｰﾄE



SSバリューのツール紹介（SSバリューのぼり）

構造・完成の内覧会会場はもちろん、
イベントや事務所等でもご活⽤
いただけます。

施主様用 ビルダー様用

●

●サイズ：600mm×1800mm

ＳＳバリュー耐震等級３のぼり ＴＭ6339 営業所→グッドリビングﾞ研究所 口座振込み2750円

●サイズ：600mm×1800mm
●最低注文数：5本
●ポールなしの場合は、ポール
１本につき７００円値引します。

名入れ 最低注文数 受注後納期

× ５本 ４日



ツールの発注⽅法

ツールの発注書の際は、発注書に必要事項を記⼊の上、ＦＡＸ⼜はメールにて、担当の
営業マンにご注⽂ください。 ※発注書は、バリューラボよりダウンロードできます。

加盟店様 発注
LIXIL
各構造Ｇ担当





ＳＳ構造体バリューの定義
項⽬

⼯法名

材料

プレカット

  １．耐震等級３相当
  ２．住宅瑕疵担保責任保険
  ３．地盤調査
  ４．外壁通気層
  ５．⽩蟻防蟻保証の継続

ご請求
   構造材のプレカット並びにSS構造体バリュー、各種サポートの
   ご請求はSS加盟⼯場からとさせて頂きます。

   SS構造体バリュー材料基準に拠る
       ※接合⾦物は、ＴＳ⾦物またはＳＳ⾦物または在来⾦物を使⽤の事。

   SS加盟⼯場から供給されるプレカット材を使⽤の事
       品質を確実に担保する狙いから、
       構造材のプレカットの供給は全てSS加盟⼯場からとします。

基本要件

内容

   ⽊造軸組⼯法
       ※外断熱⼯法についてはSS構造体バリュー特別認定が必要。
       （SWDUALに関してはSWDUALのマニュアルに従ってください）



(株)LIXIL ZEH推進事業部 ⾼性能住宅設計センター

SS Value
耐震等級３ 設計サポート・耐震補償付

バリューバリュー

業務フロー
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ラフプランアドバイスについて

このプランで耐震等級３取れる？

早速チェックしてみます︕

ちょっと補強してもらえば
耐震等級３にすることができますよ︕

ラフプランアドバイス
依頼書類一式

ラフプランアドバイス
報告書

ＳＳ加盟店様

ラフプランアドバイス実施

受付⽇＋３⽇で回答
※12時までが当⽇の受付

・・・

ＬＩＸＩＬ
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ラフプランアドバイスについて

『ラフプランアドバイス』の依頼⽅法

依頼資料 ● ラフプランアドバイス依頼書

● 平面図

・手書き図でもＣＡＤ図でも構いませんが、
最低限、間取りや壁の寸法が解る図面と
してください。

・予め「筋かいの配置を避けたい壁」が
判っていれば、箇所を指示してください。

（和室真壁やニッチの位置など）

● 立面図（任意）

・立面図は任意ですが、以下の情報が必要
となりますので、ご提示ください。

（ ◆階高寸法・◆屋根形状・◆屋根勾配 ）

・耐震等級検討の諸条件を記入して、
必ず添付してください。

※ 特に指⽰がない場合、筋かい位置や⽕打ち本数はLIXILで想定して検討致します。

⽴⾯図（任意）

● 納期

・標準は受付日+３日で回答となります。

平⾯図（必須）依頼書（必須）

ご依頼はＥメールで受付
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ラフプランアドバイスについて

『ラフプランアドバイス報告書』の内容①

結果︓
□ 耐震等級３相当を満たしております。
□ 耐震等級３相当とするためには補強をしてください。
□ 耐震等級３相当とするためにはﾌﾟﾗﾝ変更をしてください。

『表紙』にて、耐震等級３の検討結果をご報告致します。

『アドバイスシートの説明』では、４つの判定項⽬
のご説明をしています。

・耐⼒壁の壁量
・耐⼒壁のバランス
・耐⼒壁の耐⼒壁線
・⽔平構⾯

表紙
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ラフプランアドバイスについて

『ラフプランアドバイス報告書』の内容② 【判定結果】
１階・２階、Ｘ軸・Ｙ軸に層別して、
それぞれ４つの判定項⽬での結果を
○＝ＯＫ、×＝ＮＧ（要対策）
で表⽰しています。

上表判定が「×」であった項⽬への対
策案を表記しています。

（耐震等級３とする為のご提案）

判定書
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ラフプランアドバイスについて

『ラフプランアドバイス報告書』の内容③
判定が「×」であった項⽬への

対策のご提案をご依頼いただいた
図⾯に直接表記してご報告致します。

（耐震等級３とする為のご提案）

添付図⾯
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SSバリュー（設計検査）について
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SSバリュー 業務ステップ

① ② ③ ⑤

等
級
判
定
結
果

質
疑
応
答

設
計
検
査
依
頼

উ
ঞ
ढ़
⑁
ॺ
図

打
合
च
؞
承
認

物
件
登
録
＆

補
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証
発
⾏

最
終
整
合
ॳ
␿
⑁
ॡ

判
定
書
؞
基
礎
本
図

④
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SSバリュー 設計検査依頼書

設計検査依頼書（４枚）＋図⾯をご⽤意ください。

■ 平⾯、⽴⾯図、（出来ましたら矩計図）
■ 地盤調査結果資料（後ほどでもOK）
■ 地盤改良ある場合、杭伏図（後ほどでもOK）

添付書類

設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏

物件の基本情報 申請予定の有無
屋根種類の確認

基礎・等級の
確認事項 矩計情報
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SSバリュー 取決め書（基本的には初回のみ） 設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏特記事項が無い限り、取決め仕様にて計算を進めます。
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SSバリュー 判定結果 質疑応答・承認 設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏

判定結果判定結果

【送付書類の内容】
①等級判定結果

③基礎図⾯(仮図)
②承認書

等級判定結果受領とともに
プレカット図の作図を開始

プレカット⼯場と納まりや梁組み等
打合せを進めていただきます。
プレカット⼯場と納まりや梁組み等
打合せを進めていただきます。

等級判定結果

基礎仮図

承認書

プレカット図⾯

プレカット⼯場様

質疑結果質疑結果

等級判定結果及び
基礎仮図について、
質疑のご回答＆承認

ＬＩＸＩＬ

ＳＳ加盟店様
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SSバリュー 判定結果 質疑応答・承認 設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏

判定結果及び質疑内容をご確認頂き、ご承認書の返送（メール）をお願いします

（例）
柱間900mm未満の耐⼒壁があります。

OK／NG
（申請機関によって認められない場合が

あります。事前にご確認ください）

判定結果（⼀部抜粋） ご承認書
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SSバリュー プレカット打合せ・承認 設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏

プレカット図打合せ

プレカット⼯場様

※プレカット打合せ過程で、⼤幅な変更もしくは等級計算結果での耐⼒壁部分に
関わる変更等がある場合はＬＩＸＩＬへお知らせ願います。等級再チェックを⾏います。

ＳＳ加盟店様
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SSバリュー プレカット打合せ・承認

プレカット打合せ＆完了したら・・プレカット打合せ＆完了したら・・

プレカット承認

※プレカット打合せ過程で、⼤幅な変更
もしくは等級計算結果での耐⼒壁部分に
関わる変更等がある場合はＬＩＸＩＬへ
お知らせ願います。等級再チェックを⾏います。

設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏

ＳＳ加盟店様

プレカット⼯場様

梁成計算＆
最終PCチェック図作成
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SSバリューＰＣ図最終チェック･基礎本図作成 設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏

ビルダー様よりプレカット承認後、
プレカット⼯場様がLIXILへ最終チェック依頼を掛けます。

プレカット図
チェックの実施

•伏図
•耐⼒壁の配置
•接合⾦物
•梁せい計算

等級判定書との整合性、
接合⾦物などの記載状況、
梁せい計算内容をチェック

最終取り纏めの上、耐震判定書を発⾏・送付します。

修正
指⽰
修正
指⽰

合格
捺印
合格
捺印

チェック
依頼

チェック
依頼

チェックに合格すると適合印を捺印し、
プレカット⼯場へ返信します。

補償を⾏なうためにはこの
チェックが不可⽋です｡
伏図打合せ終了後1週間程度
の納期をいただきます｡

プレカット⼯場様

ＬＩＸＩＬ

ＬＩＸＩＬ
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SSバリュー 基礎本図のご承認 設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏基礎作図しました内容をご確認いただき、

内容に問題ない様でしたら、基礎設計承認書に
サインの上、ご返信をお願します。承認書受領後、
図⾯に捺印した最終確定図を送付させて頂きます。

アンカーボルト位置や配筋ピッチ等
最終のご確認をお願い致します。

ご承認書

承認⼜は修正指⽰をご記⼊の上サイン、
ご返送願います。
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SSバリュー 基礎本図のご承認

竣⼯︕竣⼯︕ お引渡しお引渡し

瑕疵保証保険証券が発⾏されましたら・・・
登録証発⾏の

ご依頼

耐震補償登録証発⾏

設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏

ＳＳ加盟店様

ＬＩＸＩＬ

お引渡し時にわが家のプロフィール（電⼦デー
タでのご提供）をお施主様へお渡しください

わが家のプロフィール
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SSバリュー 登録証発⾏のご依頼 設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏登録証発⾏の申請に必要な書類

① 約款説明承諾書 兼 登録証発⾏申請書

② ⼯事請負契約書⼜は売買契約書（写し）

③ 瑕疵担保責任保険証券（写し）

④ 加盟店検査チェックリスト

⑤地盤調査結果(地盤改良の場合は＋杭伏図) ・既に

※①、④はVALUE Laboからダウンロード可能です

・LIXILの指定部位の施⼯状況を加盟店様にチェックしてい
ただく書式
全ての項⽬が○となっている事をご確認ください

・加盟店様が建築主⼜は住宅購⼊者に対しバリュー約款を
説明し、承諾頂き登録証発⾏を申請する書式

・契約者、建設地、建物規模、契約⾦額の分かる部分の写し

・瑕疵担保責任保険法⼈発⾏の保険証券の写し

・既に送付済であれば不要です
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SSバリュー 登録証発⾏のご依頼（Web依頼） 設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏

物件情報の⼊⼒
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SSバリュー 登録証発⾏のご依頼（Web依頼） 設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏

必要資料のアップロード

2021年10⽉25⽇受付分より
⾒積り書（写し）はご提出不要とさせていただいております。

⾒積もりをアップロードしていなくても
チェックを⼊れてご依頼いただきますようお願い申し上げます。

SSWebシステムのチェックボックスは後⽇削除予定です。
しばらくの間ご不便をおかけしますがよろしくお願いいたします。

申請⽅法が分からない⽅に、操作⽅法が画像でカンタンにわかる、『SSバリュー登録証web発⾏依頼⼿順書」をご⽤意しております。
※↓加盟ビルダー様向けSS webシステムにございます。
「SSwebシステムTOP>[登録証発⾏]ボタン>[●よくあるご質問]ボタン>[操作マニュアル]ダウンロード」でご利⽤ください。
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SSバリュー業務完了︕耐震補償スタート 設
計
検
査

質
疑
応
答

Ｐ
Ｃ
承
認

最
終
ॳ
␿
⑁
ॡ

登
録
؞
発
⾏

ＳＳ構造体登録証及び設計検査報告書を、
ビルダー様へ電⼦データにて送付申し上げます。

お施主様へお渡し頂けますよう、お願い致します。

等
級
判
定
結
果

質
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応
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計
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図
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業務帳票（依頼書等）の取出しについて
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依頼書など帳票類の取出し

SSバリュー加盟店様限定ＨP『VALUE Labo』
ご加盟後、ビルダー様専⽤ID・PWが発⾏・付与されます

※お⼿数ですが、最初だけ直接⼊⼒にてお⼊り願います。以後「お気に⼊り」に追加してご利⽤頂けます。
（専⽤ページのため、バリューのHPからはクリックのみでは⾏けないようになっています）

各種帳票類は、
加盟店様専⽤HPより
いつでも取り出せます。





Copyright © LIXIL Group Corporation. All rights reserved.

LIXIL SS Webシステム
SS加盟店様・SS加盟⼯場様向け

⼯程管理サイト
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その他ブラウザーのIE7等は動作確認していません。

動作確認済ブラウザー
Google chrome

いつでもどこでも…

現状の⼀般的なwindowsパソコンで専⽤のソフトを
インストールすることなくお使いいただけます。

システムのご利⽤について

ssvalue1



画⾯サンプル（ログイン画⾯）

１社につき１IDが付与される

複数名での同時接続可能

IDとPWの記憶機能がある



画⾯サンプル（TOP画⾯）



画⾯サンプル（TOP画⾯）

依頼書、約款、商品情報、
販促ツールなどが確認できます



画⾯サンプル（TOP画⾯）

⾏っていただきたい作業⼀覧を
確認できます

（判定結果・基礎承認など）



画⾯サンプル（本⽇の作業）



画⾯サンプル（TOP画⾯）

ラフプランアドバイスの提出状
況を確認できます



ラフプランアドバイス報告書の
返却予定⽇を表⽰します

画⾯サンプル（ラフプラン検索）



画⾯サンプル（TOP画⾯）

バリューの⼯程・進捗情報を
確認できます

（標準⽇程をLTとした進捗）



「不⾜有」の
表⽰に

カーソルを
あてると 書類収集状況が確認できる

地盤調査図書の確認

完了⼯程は⻘く塗りつぶされます完了⼯程は⻘く塗りつぶされます

視覚的に進捗状況が把握できます

⾚は
遅れている

⼯程

⻩⾊は
確定している

予定⽇

グレーはスムーズに
進んだ場合の

予定⽇

画⾯サンプル（設計検査 検索）



画⾯サンプル（設計検査 検索）

基礎着⼯予定⽇・上棟予定⽇で並べ替えができます

⼯務担当者様名
（⼊⼒後、「更新」ボタンを押下ください

基礎着⼯予定⽇
上棟予定⽇

プレカット図⾯のやりとり
PC図提出⽇/PC図承認⽇



画⾯サンプル（設計検査 検索）

ボタン機能
・「PDF印刷」・・・検索条件を反映した進捗/⼯程情報を印刷することができます
・「情報CSV」・・・検索条件を反映した⽇付情報をCSV形式でデータ保存します
・「17年4⽉4⽇以前受付物件 検索」・・・2017/4/4以前に設計検査受付した物件を表⽰します



画⾯サンプル（TOP画⾯）

バリュータスやZEHサポートの
⼯程・進捗を確認できます
（必要図書の確認含む）



『検索』ボタンで
物件⼀覧を表⽰

申請予定⽇/お届け予定⽇を
基礎着⼯予定⽇などと
⽐較することができます

※建物引渡し⽇はバリュータス・エースキューブのみ
編集可

各⼯程の進捗詳細状況へ遷移クリックすると未提出の
必要図書が確認できます

画⾯サンプル（サポート検索）



Copyright © LIXIL Group Corporation. All rights reserved.

SSバリュー加盟研修会資料
〜 SSバリュー（耐震等級３）設計について 〜
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本チェックリストの⽬的
お施主様との打ち合わせにおいて 「耐震等級３が取れるかどうか分からない…」 「せっかくプランが固まって
きたのに耐震等級３が取れないから⼀からやり直し…」 なんて経験した⽅もいらっしゃると思います。

このビジュアルチェックリストを使⽤することで、どんなプランがNGなのか、どこが危険なのか直感的に判断できます。
それにより耐震等級３が取得困難なプランを回避し、無駄な⼿戻りを削減することを⽬的としております。

⽬次

P.2 本チェックリストの⽬的・⽬次

P.3      こんなシーンに遇ったことはありませんか︖

P.4 NG項⽬チェックリスト

P.5 要注意項⽬チェックリスト

加盟店様外秘◆プランニング時のチェックリストについて
〜 ビジュアルチェックリストのご紹介 〜
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こんなシーンに遇ったことはありませんか︖
ビジュアルチェックリストを使⽤することで耐震等級３のプランニングがとってもスムーズになります

加盟店様外秘



～NG項目チェックリスト

LIXIL高性能住宅設計センター 作成日：201９.３.１９

階段室突出 斜め形状 突出

ツインタワー上階が３方向
オーバーハング

完全分離
スキップフロア

２階小屋総桁上げ

1.5ｍ超の跳ね出し
バルコニー・屋根

三角形の床は剛性なしとなるため
突出するとNG

SSバリュー基準によりNG SSバリュー基準によりNG

下図に該当する形状は耐震等級3を満たせません
プランの変更が必要となります

※該当する項目が無ければ全て耐震等級３を満たせるというものではありません

多軸プラン

検討が不可

上階が1ｍ超え
オーバーハング

SSバリュー基準によりNG 小屋レベルが分離する形状は検討が不可

検討が不可
（構造計算にて可能か要確認）

500㎜超えはSSバリュー
基準により3階建扱い

衝撃荷重は外力として
規定がないため計算不可

土留基礎

床がない部分が突出するとNG 基準により耐力壁線の間隔は8ｍ以下

8ｍ以内に壁なし

加盟店様外秘



階段・吹き抜け等、床がない
部分が並んだ箇所が弱い

床が少ないプラン

ガレージ 大開口

開口周りの壁配置の検討必要

要注意項目チェックリスト 下図に該当する形状はプラン変更の可能性があります
ご不明点はLIXILへご相談ください

※該当する項目が無ければ全て耐震等級３を満たせるというものではありません

１／４バランス

１/４バランスが満たせない形状注意

床がない部分が突出するとNGとなるため
吹抜けに火打や床を設ける必要あり

突出吹抜
２階浴室 突出

浴室下に火打や床を設ける必要あり

スキップフロア・階間収納

力の伝達を考慮して柱配置に制限が発生

斜め壁

斜めの梁で構成される床は剛性なしで計算
また、梁・柱組が困難

大空間

5ｍ×5ｍを超える柱無し空間は梁組・基礎補強
筋・地中梁等の計画に無理が生じる

柱無し

葺きおろし部が吹抜のみ

２階1/4ﾊﾞﾗﾝｽを満たすのが困難

加盟店様外秘

一方向床なし

建物の端～端まで床が無いと吹抜け内に
火打ち・梁・床等で補強の必要あり

耐力壁のバランス

出隅から4ｍ以内に耐力壁が
無いと建物の弱点となる

耐力壁

出隅部の大きな
吹き抜け

表し火打や表し梁配置の可能性

LIXIL高性能住宅設計センター 作成日：201９.３.１９



要注意項目チェックリスト

※該当する項目が無ければ全て耐震等級３を満たせるというものではありません

深基礎950㎜超

950㎜超えは構造計算必要

寄棟の勾配天井

母屋を受ける束と、束を受ける梁の
配置が適宜必要

下図に該当する形状はプラン変更の可能性があります
ご不明点はLIXILへご相談ください

異構造材は非構造扱いとして検討がOKか

混構造

異構造柱
（鉄骨柱等）

木造屋根

加盟店様外秘

擁壁

安息角以深まで深基礎必要

認定外擁壁が近接

雁行型形状

接合部が細いと建物の弱点となる

くびれ形状

くびれ部が細いと建物の弱点となる

LIXIL高性能住宅設計センター 作成日：201９.３.１９
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１ 突出吹抜（3⽅吹抜）

地震⼒

地震⼒

バックアップ
床構⾯あり

バックアップ
床構⾯なし

変形

変形なし

対策︓① バックアップ床構⾯を作れるようなプランにする
② 吹抜補強(⽕打ち・キャットウォーク等)

対策︓① バックアップ床構⾯を作れるようなプランにする
② 吹抜補強(⽕打ち・キャットウォーク等)

《事例1》 バックアップ
床(部屋)

《事例2》 バックアップ
バルコニー

《事例3》 バックアップ
屋根

《事例4》 ⽕打補強 《事例5》 キャットウォーク補強
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２ 桁上げ屋根

屋根が上がっているということは・・
① 重くなる(団⼦UP)
② 屋根にかかる地震⼒が耐⼒壁に伝わらない

(団⼦と串の間に隙間)

⼩屋・⽕打と屋根は
⼀体化することで
性能が発揮される

対策︓基本的には桁上げはNG

どうしてもという時は
① ⾼さは500ｍｍまで
② 妻⾯補強(⾯材張り)
※ 許容応⼒度計算がベスト

対策︓基本的には桁上げはNG

どうしてもという時は
① ⾼さは500ｍｍまで
② 妻⾯補強(⾯材張り)
※ 許容応⼒度計算がベスト

屋根構⾯

⼩屋床構⾯

⽕打構⾯
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３ ⼤屋根

● 階数の境界︓⾼さ1350mm

対策︓① 2階の範囲確認
(吹抜の⼤きさ)

② バックアップ床確保＋最外周壁配置

対策︓① 2階の範囲確認
(吹抜の⼤きさ)

② バックアップ床確保＋最外周壁配置

壁配置できない
(左右壁バランス検討NG)

3⽅吹抜

2階平⾯
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４ 混構造

対策︓
① 柱に荷重をかけない

（跳出し梁で屋根を受ける）
② 袖壁意匠
③ 柱に荷重をかける場合は

1) 鉛直荷重対応
2) 引抜⼒対応（上階に壁）
3) 劣化対策（被覆等）

対策︓
① 柱に荷重をかけない

（跳出し梁で屋根を受ける）
② 袖壁意匠
③ 柱に荷重をかける場合は

1) 鉛直荷重対応
2) 引抜⼒対応（上階に壁）
3) 劣化対策（被覆等）

● たった1本でも構造材扱いしたら混構造

耐⼒値のある
⾦物使⽤
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５ 壁配置バランス（⼤開⼝）
【出典】
⽇経ホームビルダー

● 基準通りの壁量を配置しても
配置バランスが悪いと倒壊します

対策︓開⼝は4mまで＋すぐ横に壁を配置対策︓開⼝は4mまで＋すぐ横に壁を配置

● どちらの建物も計算結果は全く⼀緒になります
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６ 隠れ⼤吹抜

対策︓床範囲を確認しながら意匠図作成対策︓床範囲を確認しながら意匠図作成
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７ 耐⼒壁線

【耐⼒壁線となる条件】
記号

①通り芯の床の⻑さ×0.6以上 かつ 400㎝以上の壁量
②最外周壁線

③最外周壁線で①の条件を満たすもの

・・・ ◎
・・・ ○
・・・ ◎

◎ ◎

◎

◎

×

Ⓐ

© Ⓓ Ⓔ

Ⓑ

外周部︓構造⽤合板2.5倍
内部 ︓筋かい2.0倍

※記号が記載されていない箇所も
耐⼒壁は任意に配置されているもの
とします

対策︓
① 壁を最低2箇所⼊れられる通りを確保
② 通り間隔は最⼤で8m

⇒ できるだけ6Ｐ以内を⽬指す
（床補強がしんどくなります）

※ ⼤規模物件は個別検討必要
(14×14Pまで)

対策︓
① 壁を最低2箇所⼊れられる通りを確保
② 通り間隔は最⼤で8m

⇒ できるだけ6Ｐ以内を⽬指す
（床補強がしんどくなります）

※ ⼤規模物件は個別検討必要
(14×14Pまで)

＝箱をつくること



103

８. 斜め壁について
斜め部分の耐⼒壁・床構⾯をカウントせずに構造検討を実施します斜め部分の耐⼒壁・床構⾯をカウントせずに構造検討を実施します

① 耐⼒壁や床構⾯が取付く構造材の接合部の強度低減が⾒込まれ、地震時に耐⼒性能を⼗分に
発揮できないケースが想定される為
⇒ 柱・梁材の仕⼝が斜め加⼯になり、プレカット不可・⾦物⼯法仕⼝不可・現場⾦物補強も困難(適切な⾦物無)等の懸念

② 耐⼒のＸ・Ｙ⽅向ベクトル分解が発⽣するが弊社構造検討ソフト(ＣＡＤ)未対応の為

斜め部分に配置された耐⼒壁や床構⾯にも耐⼒は存在しますが、以下の理由により
バリューにおいては⾮構造要素として検討を実施致します。

︓耐⼒壁 ︓開⼝部等

× ○

斜め部分に耐⼒壁を
配置して検討

斜め部分に耐⼒壁を
配置しないで検討
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◎ 斜め壁詳細
《斜め部分拡⼤図》

◆ 柱配置について

Ｘ軸及びＹ軸
に合わせる

◆ 梁配置について

Ｘ軸及びＹ軸に合わせて
Ｘ軸及びＹ軸にある
柱・梁に取付

耐⼒壁を配置しても、耐⼒壁の取付く
梁端部仕⼝形状が通常と異なる為
耐⼒要素としてカウントしません

《事例》

三⾓形部分の⾯積が
４㎡を超えたり、外周⼀⾯が
斜め壁である場合は
バリューを適⽤することが
できません

・ 基本的な壁の通りが
Ｘ・Ｙ軸以外に存在

○
・ 基本的な壁の通りが

Ｘ・Ｙ軸
・ 三⾓形部分⾯積

４㎡以下

×
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９. スキップフロアー系物件について

準スキップフロア
タイプ

スキップフロア
タイプ

通常物件(壁量計算)で対応通常物件(壁量計算)で対応

レベルの違いが
ないものとして通

常物件対応

レベルの違いが
ないものとして通

常物件対応

スキップフロア構造計算で対応スキップフロア構造計算で対応

スキップフロアタイプの
基本要件を満たしているか︖

階間・ハイシーリングタイプの
基本要件を満たしているか︖

No

Yes No

Yes

バリュー対応不可バリュー対応不可

スキップ
フロア系

物件

※ 特殊なプランの場合、このフローと異なる対応が必要になることがあります。

段差が梁成以内段差が梁成以内 段差が梁成超段差が梁成超

※ 床上げ部の梁成計算はスパン表で対応

以下のタイプ別に対応ルートが異なります。どのタイプに当てはまるかをご確認下さい。

外周・内周の胴差
レベルに横架材有
外周・内周の胴差
レベルに横架材有

Yes

階間
タイプ

ハイシーリング
タイプ

【スキップフロアタイプの基本要件】
・⽴⾯でスキップのエリアが

左右に垂直分割出来ること。
・階層毎にスキップのエリアが

同⼀形状であること。

【階間・ハイシーリングタイプの基本要件】
・２階の階間・ハイシーリングエリアの

柱や束の直下には１階柱があること。
・同エリアの横架材はべいまつKD、⼜は、

構造⽤集成材 対称異等級構成E105-F300以上限定。

○

×

※ 構造計算費⽤は都度⾒積（税抜価格⽬安︓50万円／棟）
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【階間・ハイシーリングタイプの基本要件】

・２階の階間・ハイシーリングエリアの柱や
束の直下には１階柱があること※

【スキップフロアタイプの基本要件】

・⽴⾯でスキップのエリアが左右に垂直分割
出来ること。

・階層毎にスキップのエリアが同形状で
あること。

○

× ×
・スキップのエリアが左右に
垂直分割出来ない

・階層毎にスキップのエリアの
形状が異なる

１階

２階

︓階間・ﾊｲｼｰﾘﾝｸﾞｴﾘｱ
︓○の例（直下に１階柱有り）
︓×の例（直下に１階柱無し）

【凡例】

・同エリアの横架材はべいまつKD、⼜は、
構造⽤集成材 対称異等級構成 E105-
F300以上限定

※ 本要件を満たすためには、１階の間取りを⼯夫して頂く必要があります

◎ 基本要件詳細
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１０. ⾼基礎について
⼀定の⽴上り⾼さを超えた基礎断⾯は構造計算が別途必要になります（有償）⼀定の⽴上り⾼さを超えた基礎断⾯は構造計算が別途必要になります（有償）

【⾚点線内の⼨法範囲内の場合】
基礎マニュアルのスパン表を適⽤可
（通常物件対応）

《バリュー基礎マニュアルより抜粋》

【⾚点線内の⼨法範囲を超える場合】
基礎マニュアルのスパン表を適⽤不可

別途構造計算が必要になります
（ 税抜価格︓10万円 ）



108

・ バリュー設計検査ご依頼時に、擁壁の構造計算書をご提出ください。
計算条件が適切か実施させて頂きます。

・ ○○市型擁壁等、⾏政等で規定している擁壁の場合は、図⾯・仕様書等で上載荷重の
条件が分かる資料をご提出ください。

・ 上載荷重の⽬安
平屋建て︓ ５kN/㎡ (0.5t/㎡)
２階建て︓１０kN/㎡ (1.0t/㎡）
３階建て︓１５kN/㎡ (1.5t/㎡)

※または建物構造計算時の設定重量

１１. 擁壁がある物件について 〜安全確認を実施して下さい〜
※ (社)⽇本建築学会 『⼩規模建築物基礎設計指針』の基準を適⽤致します

建物周辺に擁壁がある場合は、以下のご確認をお願い致します。
なお、既存擁壁等で構造確認が取れない場合は、次ページの基準を満⾜するようにして下さい。

【 擁壁に作⽤する建築物荷重(上載荷重)を⾒込んで構造計算した擁壁であること】

※ ⼩規模建築物基礎
設計指針より抜粋

w︓上載荷重

以下はLIXILが考える安全確保の⽅法です
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擁壁に建築物荷重を作⽤させないよう、安息⾓以下に基礎底⾯を⽀持させる基礎として下さい。

＜＜ 耐震等級３の性能を発揮する為には、安定した地盤が必須条件になります ＞＞

【構造確認が取れない擁壁※1の場合】

《擁壁の近くに基礎を浅く配置》

安息⾓
（切⼟４５°、 盛⼟３０°）

基礎

NG

下部
地盤

《基礎底⾯を安全な位置まで下げて配置》
深基礎

安息⾓
（切⼟４５°、 盛⼟３０°）

《建物を擁壁より離して配置》

基礎上部地盤

安息⾓
（切⼟４５°、 盛⼟３０°）

杭柱頭は安息⾓より下にする

《擁壁にはらみ出しの影響を与えないような
基礎杭※3、柱状改良等を⾏う》

×

○

○

安息⾓
（切⼟４５°、 盛⼟３０°）

基礎

⽀持地盤
杭・柱状改良等

○

※2 切⼟、盛⼟の混合の場合は
盛⼟30°で判断

※1 カルバートの場合も同様、基礎に近いカルバートの底部を基準点とする

※3 杭種類(摩擦杭、⽀持杭等)
に関わらず全て同じ扱い

※2

※2

※2

※2
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１２. 杭偏芯について
杭偏芯がある建物は⽚持ち基礎の検討が必要になります杭偏芯がある建物は⽚持ち基礎の検討が必要になります

杭が外周部より1m偏芯⇒⽚持ち基礎 スラブ厚を150⇒190㎜(斜線部)

《杭伏図》 《基礎伏図》

＜＜ 杭が偏芯している場合には基礎に⼤きく影響しますのでお早⽬に杭伏図を送付ください ＞＞

⽚持ち基礎
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１３. 申請物件(⻑期優良住宅・フラット35S等)における評価機関対応について

「ＵＤＩ確認検査株式会社」への申請は条件が伴います「ＵＤＩ確認検査株式会社」への申請は条件が伴います

● 壁量計算物件においても許容応⼒度計算(構造計算)図書⼀式相当の提出が必要です

他の評価機関においても申請先によって提出図書・設計内容が異なります他の評価機関においても申請先によって提出図書・設計内容が異なります

申請先に合わせた対応を実施致しますので、
依頼書の評価機関欄へ申請先のご記⼊をお願い致します

現在、対応可能ＰＣ⼯場は
「ポラテック」「後藤⽊材」「清川」
３社となりますが今後拡⼤予定

(TOACAD⼯場かつ最新CADバージョン導⼊⼯場)

【例】
・ 桁下げ部の⽕打ち配置可否
・ 屋上利⽤範囲制限
・ ポーチ等の地中梁検討必要可否

など

・ 地震⽤荷重の計算書
・ 梁の略伏図及び使⽤材料・等級記載
・ 梁の鉛直荷重伝達表

など

● 評価機関の⾒解にばらつきがあり、対応が必要なケースがあります

《バリュー依頼書抜粋》
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１４. ＰＣチェックについて
ＰＣ図⾯の整合確認を⾏うことで、確かな⾼耐震住宅をお施主様へ提供できますＰＣ図⾯の整合確認を⾏うことで、確かな⾼耐震住宅をお施主様へ提供できます

◎ ２階建て物件で構造計算までしっかり実施したのにＰＣ図に正しく反映されていない

(1) 軸組部の耐震等級３判定
(耐⼒壁適切配置
⽔平構⾯強度確認等)

(3) PC図⾯チェック
(PC図が耐震3になっているか

等級・基礎との整合性確認）

(2) 基礎の耐震3仕様図⾯作図
（配筋適切配置等）

「壁量・バランス」
「床(⽔平)構⾯」
「接合部」
「基礎」
「横架材」
の全てが揃って初めて
【耐震等級３】の住宅になります

どんなに完璧な計算をしていても、このような建物は【耐震等級３】の住宅とは⾔えません

⇒ 例︓筋違い位置が異なって割付されている、床仕様が４周釘打ち仕様なのに井桁梁が⼊っていない

◎ 横架材の梁成計算において設計条件が違う
⇒ 例︓⼩屋裏収納があるのにその荷重を⾒込んでいない、⽶ヒバ材で梁成計算したのにスギ材で加⼯している
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ＰＣチェックの納期を⼗分に確保した
⼯程でお願い致します

バリューはPCチェックを⾏うことで真の耐震等級３住宅をお施主様にご提供できる
他には無い差別化されたパッケージング商品です

《ＰＣチェックとは》

１、整合性確認 ２、梁成計算内容確認

耐震等級判定書や基礎伏図とＰＣ図との間で不整合が
ないかを確認します

柱・壁・⼟台位置の確認
⾦物仕様・配置位置の確認
など

建物に⾒合った設計条件で計算が⾏われているかを確認
します

荷重条件・材料仕様の確認

計算結果にＮＧがないか確認
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『地震に負けない住宅』を実現していきましょう︕

１５. その他
バリューでは、耐震性向上の為に⼒の流れを踏まえた構造検討を実施していますバリューでは、耐震性向上の為に⼒の流れを踏まえた構造検討を実施しています

事例１

【バランスよい耐⼒壁配置について】

事例２

【屋上利⽤物件対応について】

事例３

【吹抜け部の耐⾵梁対応について】

バランスを考慮したほうが良い物件は
耐⼒壁配置をご提案させて頂きます

重い建物は地震⼒が増しますので
耐⼒壁割増を実施致します

吹抜け部分の梁の耐⼒を確保できるように
耐⾵梁配置を実施致します



Copyright © LIXIL Group Corporation. All rights reserved.

SSバリューの基礎
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住宅性能表⽰制度 で３つのランクが設定
↓

《耐震等級３》が最⾼等級です

1. ⽊造住宅の耐震性能(耐震等級)について

全てが揃って《耐震等級３》
の住宅になります

全てが揃って《耐震等級３》
の住宅になります

Point 1 壁を強く(多く)

床と屋根を強く

接合部を強く

基礎を強く

梁を強く
⼤地震に耐えられる耐⼒壁の量を確保︕

建物をふたのある箱になるようにして「ねじれ」に強く︕

強い箱になるように⾦物で材料を⼀体化︕

建物を⽀える強さを確保︕

⼈や家具の重さに耐えられる梁の太さ︕

《耐震等級３》の６つのポイント

壁のバランスをよく
偏りなく配置して「ねじれ」に強く︕

Point 2

Point 3

Point 4

Point 5

Point 6

※ 2000年施⾏の
法律で制定された制度

ねじれやすい
強い︕

※
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2. 基礎の違い①

２つの基礎の違いがわかりますか??

基礎【Ａ】 基礎【Ｂ】

※ 出典

どちらもしっかり配筋された強そうな基礎に⾒えますが・・・
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2. 基礎の違い②

基礎【Ａ】 構造計算していない基礎 基礎【Ｂ】 構造計算している基礎

⾒る⼈(構造のプロ)がみれば瞬時にわかってしまうのです︕

Point 1 ⼈通⼝の鉄筋が切れている

Point 2 基礎スラブの鉄筋がどこも⼀緒

⼈通⼝が補強されているPoint 1

基礎スラブ区画毎に鉄筋径が変化Point 2

※ 出典



119

建物の重さが柱を伝わって基礎にかかると
基礎スラブ・基礎梁は上に反る

この⼒に耐えられるか確認するのが
基礎の構造計算

建物の重さが柱を伝わって基礎にかかると
基礎スラブ・基礎梁は上に反る

この⼒に耐えられるか確認するのが
基礎の構造計算

【基礎の構造計算】
① 基礎スラブ区画が⼤きいと反りも⼤きい

⇒ 鉄筋ＵＰ
② 柱間⻑さが⼤きいと基礎梁の反りも⼤きい

⇒ 鉄筋ＵＰ
③ 基礎梁に⽋損(⼈通⼝)があると破壊

⇒ 補強

【基礎の構造計算】
① 基礎スラブ区画が⼤きいと反りも⼤きい

⇒ 鉄筋ＵＰ
② 柱間⻑さが⼤きいと基礎梁の反りも⼤きい

⇒ 鉄筋ＵＰ
③ 基礎梁に⽋損(⼈通⼝)があると破壊

⇒ 補強

基礎模型

柱(建物の重さ↓)

地盤
基礎スラブ

基礎梁

基礎イメージ図

3. 基礎のメカニズム（⼒のかかり⽅）

建物の重さ(⿊⽮印)が⼤きいほど
基礎スラブ・基礎梁は⼤きく反る

※ 出典
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4. SSバリューの基礎

建物荷重

地反⼒

① 基礎スラブ検討 ② 基礎梁(柱間)検討

③ ⼈通⼝検討 SSバリューの基礎は
①②③を部位毎に全て計算︕

必要なところにはしっかり配筋
不要なところには余計な配筋はしない

SSバリューの基礎は
①②③を部位毎に全て計算︕

必要なところにはしっかり配筋
不要なところには余計な配筋はしない

安⼼・安全＋経済性を両⽴︕
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基礎スラブ区画の⼤きさ毎に配筋を決定

5. SSバリューの基礎 〜① 基礎スラブ検討〜

Point

※ ⼀番配筋の多い仕様で統⼀すれば構造計算不要
にできますが、⾮経済的なので採⽤していません

建物荷重

地反⼒

鉄筋太さ ︓10mm
鉄筋ピッチ︓200mm

鉄筋太さ ︓13mm
鉄筋ピッチ︓200mm 鉄筋太さ ︓13mm 鉄筋ピッチ︓100mm

スラブ区画︓⼩ スラブ区画︓中 スラブ区画︓⼤

配筋例
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DOWNUP
配筋量配筋決定要素

柱間⻑さ(柱間隔)

5. SSバリューの基礎 〜② 基礎梁(柱間)検討〜

基礎梁

建物
重量

建物
重量

基礎梁が
反る

負担⾯積

Point

概念図

柱間⻑さ・負担⾯積の⼤きさ・建物重量
を部位毎に計算して配筋を決定

負担⾯積
建物重量

⼤

※ 基礎スラブ同様、不要な配筋はしていません

⻑い 短い
⼤きい ⼩さい

重い 軽い

基礎梁の反り ⼩
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⼀般的な補強例 SSバリューの補強例

基礎梁

5. SSバリューの基礎 〜③ ⼈通⼝検討〜

Point
1.柱間⻑さ・負担⾯積の⼤きさ・建物重量

を部位毎に計算して配筋を決定
2.鉄筋コンクリート(RC)造基準 『T型梁』

の設計⼿法を導⼊し経済設計を実現!
≪⾼度な設計⼿法導⼊≫

建物
重量

建物
重量

基礎梁が
反る

負担⾯積

概念図

⽋損部の基礎梁破壊

⽋損部の下を
地中梁仕様で補強

T型梁(スラブ活⽤)仕様をまず検討
NGの場合は地中梁仕様で補強
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負担⾯積

該当基礎梁

過剰

負担⾯積
約1/3

SSバリューの
負担⾯積図
(⻲甲分割)

5. SSバリューの基礎 〜コストダウンの⼯夫〜
負担⾯積の算出⽅法について

基礎梁

建物
重量

建物
重量

基礎梁が
反る

負担⾯積

〈 簡易計算 〉 (世間採⽤率︓⾼)

負担⾯積

該当基礎梁

(3×5m区画の場合)

Point

負担⾯積を詳細に算出して必要最⼩限の
⾯積で計算することでコストダウンを実現
≪⾼度な設計⼒を発揮≫

SSバリューの負担⾯積⼀般的な負担⾯積

上から⾒ると
〈 詳細計算 〉 (世間採⽤率︓低)

※ 計算が容易

※ 計算が複雑

最適
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所属
⼈数保有資格

5. SSバリューの基礎 〜設計品質の確保・向上〜
オリジナル構造計算ソフト活⽤による設計⾃動化 〈負担⾯積図の⾃動⽣成〉

Point
設計⾃動化による設計品質の
安定とコストダウンの実現

OUTPUTINPUT

【⾼性能住宅設計センター】

精鋭部隊による安⼼の設計

経験豊富なプロ集団による設計
設計ミス防⽌・コストダウン実現︕

〈 SSバリュー基礎ノウハウが盛込まれたソフトで設計 〉

構造設計
⼀級建築⼠

⼀級建築⼠

⼆級建築⼠

2

6

11
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6. こんなことありませんか? 〜増えているケース1〜

最近はお施主様も勉強しており
⾃らの住宅をよりよくする努⼒を惜しみません

最近はプロ(建築⼠)を引き連れて現場確認に来ます

SSバリューの基礎なら安全性の説明がばっちりで安⼼!!

基礎設計はどのような
考え⽅で⾏っているの?

ここの配筋は
⾜りないのでは?

① お施主様からの基礎への質問 ② お施主様による現場確認

⼯程遅延

⼿直し 裁判解体〜再施⼯

対応費⽤トラブル

対応を誤ると・・・
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6. こんなことありませんか? 〜増えているケース2〜

SSバリューの基礎なら経済設計でコストダウンが実現!!

構造計算を外注業者にお願いしたら・・・

確かに頑丈そうだけどコストUPが・・・費⽤UP
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いかがでしたか!?
SSバリューの基礎は

安⼼・安全とコストを両⽴した
どこにも負けない差別化された

最強の仕様なのです!
ぜひご活⽤をお願い致します!!

7. まとめ
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参考. 建築基準法で定められている基礎仕様について

この法律は、建築物の敷地、構造、設備
及び⽤途に関する最低の基準を定めて、
国⺠の⽣命、健康及び財産の保護を図り、
もつて公共の福祉の増進に資することを
⽬的とする。

建築基準法・告⽰を守ること ≠   安全な基礎

建築基準法 第1条 (⽬的) 平成12年 建設省告⽰ 第1347号 (基礎基準)
※出典 (財)⽇本建築センター発刊

ひとりで学べる住宅基礎の構造設計演習帳

基礎梁主筋・補強筋、
基礎スラブ補強筋、
換気⼝(⼈通⼝)に
ついての最低基準のみ
設定

Point
建築基準法や告⽰に定められている基準(仕様規定)は、標準的な住宅(形状・規模・重さ)を想定
して設定された最低限の決まりであり、どんな建物でもどんな部位でも同じ仕様でOKとなります。

耐震等級3の建物にはなりません︕

建築基準法を守っても担保されて
いるのは最低基準のみです
建築基準法を守っても担保されて
いるのは最低基準のみです




